
文・望月昭明

平成というひとつの時代が幕を閉じ、新しい時代が到来する。
これまでの30年間に、建設業界はどのようなレガシーを残すことができたのか。
そして新しい時代では、どのような土木構造物、建築物が求められるのか。
3人の識者に平成の時代を振り返っていただき、未来の指針についてお話を伺った。

特集

未来につながる建設業界の30年

平成の
建設レガシー
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年 社会の主な出来事 建設業界の主な出来事 土木ビッグプロジェクト 建築ビッグプロジェクト

平成元年

1989
1月	 昭和天皇崩御。今上天皇即位。「平成」に改元
4月	 消費税実施（3％）
11月	ベルリンの壁、撤去始まる
12月	日経平均史上最高値を記録（終値38915.87円）

3月	 建設省が第一次構造改善推進プログラムを策定
7月	 住宅着工戸数上期６年ぶり減少
9月	 建設省が建設業8団体に独禁法遵守について注意

4月	 横浜ベイブリッジ開通	1
3月	 葛西臨海水族園開園
9月	 幕張メッセ竣工	A

平成2年

1990
4月	 大阪市で国際花と緑の博覧会が開幕
10月	東西ドイツが統一しドイツ連邦共和国に
11月	雲仙普賢岳噴火

4月	 3省労務単価、平均7.8％上昇
5月	 建設廃棄物処理ガイドラインを策定
6月	 日米構造協議が最終結論。日本政府、430兆円の公共事業支出を約束
6月	 建設省が改正建設業法を施行（監理技術者制度）

12月	海田大橋（広島）供用開始 12月	東京都庁舎竣工	B

平成3年

1991
バブル経済の崩壊
1月	 クウェートで湾岸戦争勃発
6月	 雲仙普賢岳で火砕流発生
9月	 経団連が企業行動憲章を発表

バブル経済の崩壊で、建設ブームが曲がり角に
2月	 建設省が生産システム合理化指針を通達
6月	 日米構造協議、17件追加し合意
10月	リサイクル法施行、建設副産物の再資源化促進へ

3月	 成田空港駅開業
6月	 東北・上越新幹線
	 （東京～上野間）開業	2

7月	 横浜国際平和会議場竣工

平成4年

1992
1月	 改正大規模小売店舗法施行
3月	 東海道新幹線「のぞみ」が運転開始
5月	 国家公務員の週休2日制スタート
10月	有効求人倍率が1.0を下回る

建設省が指名型プロポーザルを導入
3月	 日米モニタリング協議
3月	 建設省が第二次構造改善プログラムを策定
10月	建設業適正取引推進機構設立

７月	 山形新幹線開業 3月	 阪神競馬場スタンド竣工

平成5年

1993
5月	 プロサッカーリーグ・Ｊリーグ開幕
6月	 皇太子徳仁親王殿下、小和田雅子さんとご結婚
7月	 北海道南西沖地震（奥尻島で大火）
8月	 細川内閣発足

6月・10月	仙台市長、宮城県知事、公共工事に関する贈収賄容疑で逮捕
9月	 ゼネコン汚職摘発（首長、ゼネコン幹部逮捕）
11月	環境基本法が成立
12月	中建審が公共工事の入札・契約制度の改革について建議

3月	 長野自動車道全線開通
8月	 東京港連絡橋
	 （レインボーブリッジ）開通

3月	 東京都江戸東京博物館開館	C
3月	 梅田スカイビル竣工
7月	 横浜ランドマークタワー完成

平成6年

1994
6月	 松本サリン事件発生
10月	北海道東方沖地震
12月	選挙改革法案施行（小選挙区比例代表並立制）
12月	三陸はるか沖地震

1月	 環境政策大綱制定
3月	 中建審が新たな時代に向けた建設業法のあり方について建議
4月	 建設省が「リサイクルプラン21」策定
4月	 一般競争入札を採用
6月	 建設省が公募型プロポーザルを導入
10月	「公共投資基本計画」を閣議了解(総額630兆円規模)

9月	 関西国際空港開港	3
12月	首都高速湾岸線開通

6月	 関西国際空港旅客
	 ターミナルビル竣工
11月	大阪文化館・天保山開館

平成7年

1995
1月	 阪神・淡路大震災
3月	 地下鉄サリン事件発生
5月	 青島幸男東京都知事、世界都市博覧会中止を決定

4月	 建設省が建設産業政策大綱を策定
6月	 建設省が構造改善戦略プログラムを策定
6月	 建設省が施工体制台帳作成を義務付け
12月	阪神・淡路大震災を受け、耐震改修促進法公布

5月	 九州自動車道開通	4
11月	ゆりかもめ部分開業

5月	 東京都現代美術館開館
10月	東京国際展示場（東京ビッグサイト）竣工	D
11月	長野市オリンピック記念アリーナ
	 （エムウェーブ）竣工

平成8年

1996
2月	 北海道の豊浜トンネルで岩盤崩落
11月	 携帯ゲーム機「たまごっち」発売
12月	ペルーで日本大使公邸人質事件発生

1月	 WTO政府調達協定発効
5月	 日建連ビジョン「新たな総合建設業の確立を目指して」を発表
6月	「公共事業の入札・契約手続の改善に関する行動計画」運用指針を策定

3月	 東京臨海高速鉄道りんかい線部分開業
9月	 阪神高速3号神戸線全面復旧
	 （阪神・淡路大震災で倒壊）
11月	大分自動車道全線開通

5月	 東京国際フォーラム竣工
7月	 東京オペラシティ竣工

平成9年

1997
4月	 消費税増税実施（3%から5%に）
8月	 北海道の第2白糸トンネルで崩落事故
12月	地球温暖化防止京都会議で京都議定書採択

6月	「公共工事コスト縮減対策に関する行動指針」を策定
	 （3年間で10％以上のコスト縮減目指す）
9月	 財政構造改革法を閣議決定（10年度の公共投資を７％減等）
12月	ゼネコンの経営破綻相次ぐ

3月	 岡山自動車道全線開通
10月	長野新幹線（北陸新幹線）
	 高崎～長野間開業
12月	東京湾アクアライン開業	5

5月	 新国立劇場竣工
7月	 京都駅ビル完成	E

平成10年

1998
2月	 長野オリンピック開幕
3月	 山一證券が自主廃業
10月	日本長期信用銀行が経営破綻

2月	 建設省が公共工事の品質確保等のための行動指針を発表
4月	 建設省が農林水産省、運輸省共同で発注者責任研究懇談会を設置
10月	地球温暖化対策推進法公布

4月	 明石海峡大橋開通
3月	 朱雀門竣工
9月	 ビッグパレットふくしま竣工

平成11年

1999
3月	 日本銀行がゼロ金利政策実施
6月	 男女共同参画社会基本法が成立
7月	 NTT分割
12月	コンピューター2000年問題に各分野で警戒

2月	 建設省が関東地建発注工事で「総合評価方式」を試行
5月	 改正建築基準法一部施行（完全施行は2000年6月）による性能規定化
6月	 住宅の品質確保の促進等に関する法律（品確法）公布
7月	 建設省が建設産業再生プログラムを策定
7月	 建設省が建設業から暴力団排除の徹底について通知
10月	都市基盤整備公団発足（住宅・都市整備公団が「都市基盤整備公団」に）

2月	 札幌市営地下鉄東西線全線開業
5月	 本州四国連絡橋開通
10月	上信越自動車道全線開通

3月	 つくば国際会議場竣工
3月	 国立東京博物館
	 法隆寺宝物館竣工	F

平成12年

2000
有珠山噴火、東海地方集中豪雨、鳥取県西部地震
6月	 大規模小売店舗立地法が施行
9月	 三宅島・雄山の噴火拡大により全島避難

6月	 総選挙で公共事業が争点に
6月	 改正建築基準法、全面施行（性能規定、38条削除他）

7月	 四国縦貫自動車道全線開通
12月	都営地下鉄大江戸線全線開通
12月	宮ヶ瀬ダム竣工	6

3月	 さいたまスーパーアリーナ竣工
8月	 せんだいメディアテーク竣工

平成13年

2001
1月	 中央省庁再編。1府22省庁から1府12省庁に
3月	 戦後初のデフレ宣言
9月	 アメリカ同時多発テロ事件発生（9.11）
9月	 東海豪雨

1月	 省庁再編で国土交通省発足
4月	「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（入契法）」施行
5月	 内閣府に都市再生本部を設置
10月	国交省が電子入札を導入

3月	 埼玉高速鉄道線全線開通 5月	 札幌ドーム竣工

平成14年

2002

いざなみ景気（2002－2007年後半）
4月	 学校週5日制のゆとり教育がスタート
5月	 経団連と日経連が統合
5月	 日本経済団体連合会（日本経団連）発足
9月	 小泉首相が北朝鮮訪問

5月	 建設リサイクル法施行
11月	土工協が「100万人の市民現場見学会」を開始
12月	国交省が「建設業の再生に向けた基本指針」を発表
12月	ダンピング受注が問題化

11月	大さん橋（横浜港・ふ頭と
	 国際客船ターミナル）竣工	7

4月	 総理大臣官邸竣工
8月	 丸の内ビルディング竣工

平成15年

2003
4月	 バブル以後最安値を記録（終値7607.88円）
4月	 郵政事業庁が日本郵政公社に
7月	 宮城県北部地震
9月	 十勝沖地震

1月	 官製談合防止法施行
2月	 土壌汚染対策法施行

4月	 北上大橋開通
3月	 JRタワー（札幌）開館	G
3月	 六本木ヒルズ竣工
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年 社会の主な出来事 建設業界の主な出来事 土木ビッグプロジェクト 建築ビッグプロジェクト

平成16年

2004
新潟・福井豪雨、台風、新潟県中越地震等自然災害多発
1月	 自衛隊イラク派遣開始
4月	 市町村合併により7府県で11市が誕生

11月	 日米建設協力フォーラム開催
12月	 景観法一部施行（完全施行は2005年6月）

7月	 能登空港開港
3月	 九州国立博物館竣工
9月	 金沢21世紀美術館竣工
12月	 羽田空港第2ビル駅開業

平成17年

2005
3月	 愛知万博「愛・地球博」開幕
4月	 JR福知山線脱線事故発生
10月	 道路関係四公団が民営化
11月	 耐震強度偽装事件が発覚

2月	 京都議定書発効
4月	 公共工事品確法施行

2月	 中部国際空港（セントレア）開港	8
8月	 つくばエクスプレス線開通

4月	 京都迎賓館開館	H

平成18年

2006
5月	 会社法施行
7月	 平成18年7月豪雨により広い範囲で豪雨被害

1月	 改正独禁法施行
4月	 土工協が「透明性のある入札・契約制度に向けて」を発表
6月	 建築確認の厳格化、指定検査機関に対する監督の強化、
	 罰則を強化した改正建築基準法を施行
11月	 耐震強度偽装事件を受け、改正建築士法を公布

2月・3月	 神戸空港・北九州空港（ 9）開港
4月	 しまなみ海道
	 （西瀬戸自動車道）全線開通	10
6月	 首都圏外郭放水路の全区竣工

1月	 表参道ヒルズ竣工
6月	 国立新美術館竣工	 I

平成19年

2007
3月	 能登半島地震
7月	 新潟県中越地震
9月	 世界金融危機

建築基準法改正の影響で景気後退（建基法不況）
5月	 「日建連等企業行動規範」発表
6月	 改正建築基準法全面施行

11月	 戎橋竣工
1月	 東京ミッドタウン、
	 ミッドタウンタワー竣工
4月	 新丸の内ビルディング竣工

平成20年

2008
6月	 岩手・宮城内陸地震
7月	 北海道洞爺湖サミット開催
8月	 ゲリラ豪雨が各地を襲う
9月	 リーマンショック発生

6月	 資材高騰に伴う単品スライド条項発動
10月	 観光庁発足
11月	 改正建築士法全面施行

1月	 滝沢ダム竣工	11
7月	 東海北陸自動車道開通
10月	 徳山ダム竣工

1月	 神戸芸術センター竣工
3月	 犬島精練所美術館竣工

平成21年

2009

1月	 IMF、世界全体の経済成長率を0.5%と大戦後最
悪との見通しを発表

5月	 裁判員制度がスタート
9月	 鳩山内閣発足（政権交代）
9月	 消費者庁発足

民主党「コンクリートから人へ」をスローガンに公共事業を縮小
4月	 4団体合併により新生・土工協発足

11月	 荒川渡河橋竣工
4月	 三菱一号館竣工
7月	 木材会館竣工

平成22年

2010
1月	 日本航空、会社更生法の適用を申請
6月	 小惑星探査機「はやぶさ」帰還
9月	 日本振興銀行が破綻申請、ペイオフ発動
9月	 尖閣諸島中国漁船衝突事件発生

1月	 ドバイに世界一の高層ビル、ブルジュ・ハリファ開業
4月	 土壌汚染対策法大幅改正

10月	 羽田空港再拡張（D滑走路）供用開始
12月	 東北新幹線（八戸～新青森間）開業

9月	 豊島美術館竣工
10月	 室町東三井ビルディング
	 （COREDO室町）竣工

平成23年

2011
2月	 霧島山の新燃岳噴火
3月	 東日本大震災
10月	 円高で過去最高値を記録（１ドル75.54円）
11月	 大阪ダブル選挙で「大阪維新の会」が圧勝

3月	 日建連、土工協、建築協が緊急災害対策本部を設置
4月	 3団体合併により新生・日建連発足

3月	 九州新幹線鹿児島ルート
	 （博多～新八代間）開業
3月	 第二京阪道路開通
3月	 北関東自動車道開通

5月	 大阪ステーションシティ開業

平成24年

2012
2月	 復興庁発足
5月	 原発、一時稼働ゼロに
12月	 笹子トンネル天井板落下事故発生
12月	 第2次安倍内閣発足

3月	 「日建連建築宣言」発表
2月	 東京ゲートブリッジ開通
9月	 新湊大橋開通	12

2月	 東京スカイツリー竣工	J
3月	 渋谷ヒカリエ竣工
10月	 東京駅丸の内駅舎
	 保存・復原工事完了	K

平成25年

2013
6月	 富士山が世界文化遺産に
9月	 2020東京オリンピック・パラリンピック開催

決定
10月	 台風26号により伊豆大島で土石流災害発生

4月	 日建連が「一般社団法人」に移行
4月	 国交省が公共工事設計労務単価を引き上げ
5月	 改正省エネ法公布
7月	 日建連が「労務賃金等改善推進要綱」を発表

8月	 リニア山梨実験線全区間完成
10月	 東京ガス扇島工場4号LNG地下タンク竣工

2月	 歌舞伎座タワー竣工

平成26年

2014
4月	 消費税増税実施（5%から8%に）
8月	 豪雨により広島などで大規模土砂災害発生
9月	 御嶽山噴火

5月	 日建連が「建設技能労働者の人材確保・育成に関する提言」を発表
6月	 担い手3法の改正・施行
8月	 日建連が「もっと女性が活躍できる建設業を目指して　日建連の決意」	

を発表、10月には「けんせつ小町」という愛称を決定

3月	 太田川大橋開通	13
4月	 大熊川トラス橋竣工

4月	 大手町タワー竣工
3月	 あべのハルカス全面開業	L
5月	 虎ノ門ヒルズ竣工

平成27年

2015
3月	 老朽化した原発５基が各地で廃炉に
6月	 改正公職選挙法が可決。選挙権年齢が18歳以

上に
11月	 パリ同時多発テロ発生

4月	 日建連が「再生と進化に向けて　建設業の長期ビジョン」を発表
4月	 日建連が「指定公共機関」に指定
7月	 日建連が「けんせつ小町活躍現場見学会」を開始
7月	 日建連が「建設キャリアアップシステム推進本部」を設置
12月	 日建連が「生産性向上推進本部」を設置

3月	 北陸新幹線（長野～金沢間）開業	14
3月	 常磐自動車道開通
3月	 山手トンネル全線開通

3月	 姫路城大天守
	 保存修理工事完了	M
3月	 としまエコミューゼタウン
	 （豊島区役所）竣工

平成28年

2016
1月	 日本銀行がマイナス金利を導入
4月	 熊本地震
8月	 天皇陛下、譲位（生前退位）のご意思を表明

4月	 日建連が「生産性向上推進要綱」を発表
3月	 北海道新幹線
	 （新青森～新函館北斗間）開業

4月	 京都鉄道博物館開館
5月	 豊洲市場完工

平成29年

2017
3月	 政府が「働き方改革実行計画」を決定
7月	 九州北部豪雨発生
6月	 天皇陛下のご退位を実現する特例法が成立

3月	 日建連が「下請取引適正化と適正な受注活動の徹底に向けた	
自主行動計画」を発表

3月	 日建連が「週休二日推進本部」を設置
9月	 日建連が働き方改革4点セットを策定
11月	 日建連が「300万人達成記念市民現場見学会」を開催
12月	 日建連が「週休二日実現行動計画」	

「建設キャリアアップシステムロードマップ」を発表

3月	 長部高架橋上部工事終了 4月	 JRゲートタワー・JRタワー名古屋竣工

平成30年

2018
大阪北部地震、西日本豪雨、北海道地震等自然災害多発
4月	 働き方改革関連法成立
10月	 安倍総理が消費税率10%を正式表明
11月	 2025年の大阪万博開催決定

5月	 国交省が建築設計業務委託の進め方を発表
7月	 統合型リゾート整備法（ＩＲ実施法）成立

3月	 五ケ山ダム竣工
3月	 東京ミッドタウン日比谷開業
8月	 大手町プレイス竣工
9月	 豊洲新市場開場	N

平成31年

2019 4月	 新元号発表
4月	 建設キャリアアップシステム本運用開始
4月	 働き方改革関連法施行（建設業では2024年4月から適用）
4月	 改正出入国管理法施行（外国人材の受入れ拡大）

平成の建設レガシー特 集

平
成
の
出
来
事
と
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

2

［※1］京都迎賓館　正面玄関（出典：内閣府迎賓館ウェブサイト［https://www.geihinkan.go.jp/kyoto/entrance/］）
［※2］北九州空港（出典：（公社）福岡県観光連盟）

※1

※2

H

I

M

J

K

L

N

8

9

11

12

13

10

14
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し
ま
し
た
。
そ
れ
が
ど
う
い
う
社
会
を

も
た
ら
し
た
か
。

　

封
建
時
代
の
日
本
で
は
、
人
々
は
み

な
、
何
ら
か
の
身
分
、
共
同
体
に
所
属

し
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
代
に

入
る
と
身
分
制
度
は
崩
壊
し
、
自
由
で

平
等
な
個
人
、
い
わ
ゆ
る
近
代
的
市
民

が
主
役
の
世
の
中
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

ま
で
人
々
は
身
分
に
属
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
個
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
保
証

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
代
に
お
い
て

は
、
身
分
共
同
体
の
か
わ
り
に
国
家
と

い
う
公
共
が
個
人
を
保
証
し
管
理
す
る

時
代
に
な
っ
た
、
と
言
っ
て
良
い
と
思

い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
昭
和
の
時
代
に
一
気
に
整

備
が
進
む
基
幹
イ
ン
フ
ラ
は
、
人
々
の

自
由
な
移
動
・
交
流
や
平
等
な
水
準
の

暮
ら
し
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
と
同
時
に
、
国
民
個
人
個
人
を
守

り
管
理
す
る
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
で
も
あ

っ
た
わ
け
で
す
」

　

明
治
に
入
り
、
近
代
国
家
と
し
て
歩

み
を
始
め
た
日
本
は
、
西
洋
諸
国
に
追

い
つ
く
べ
く
、
懸
命
に
国
づ
く
り
・
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
推
し
進
め
、
近
代
化
に

成
功
し
た
。
戦
後
に
な
る
と
日
本
は
急

速
な
発
展
を
遂
げ
、
世
界
で
も
有
数
の

豊
か
な
国
へ
と
成
長
し
た
。
平
成
が
終

わ
り
、
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
今
、
こ

れ
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
つ
い
て
、
東
京
大
学
大
学
院
の
中

井
祐
教
授
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
「
土
木
は
、
人
々
の
日
常
、
生
活
を
豊

か
に
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
こ
れ
が

使
命
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
は
明
治
維

新
に
よ
っ
て
近
代
国
家
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
封

建
社
会
仕
様
だ
っ
た
社
会
基
盤
を
近
代

国
家
仕
様
、
あ
る
い
は
近
代
市
民
社
会

仕
様
に
一
か
ら
構
築
し
直
さ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
前
に
一
定
の

成
果
は
見
ら
れ
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ラ
の

再
構
築
が
大
き
く
進
展
し
た
の
は
、
や

は
り
戦
後
で
す
。
戦
後
の
復
興
と
そ
の

後
の
高
度
経
済
成
長
の
時
代
、
日
本
は

必
死
で
国
土
の
基
幹
イ
ン
フ
ラ
を
整
備

国
づ
く
り
と
イ
ン
フ
ラ

中井 祐
Yu Nakai

東京大学大学院
工学系研究科 
社会基盤学専攻 教授

平成の建設レガシー特 集

　
「
平
成
に
入
る
と
、
高
速
道
路
、
新
幹

線
と
い
っ
た
高
速
交
通
網
の
整
備
が
進

み
、
平
成
の
三
〇
年
間
で
、
お
お
む
ね

計
画
さ
れ
た
当
初
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
近

い
形
に
ま
で
達
し
つ
つ
あ
り
ま
す
ね
。

も
ち
ろ
ん
、
ほ
か
に
も
様
々
な
イ
ン
フ

ラ
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
と
り
わ
け

高
速
交
通
網
の
整
備
は
、
平
成
の
時
代

を
象
徴
す
る
土
木
建
設
の
成
果
で
あ
っ

た
と
言
っ
て
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
少
な
く
と
も
昭
和
に
比
べ
て
、

自
由
な
移
動
や
交
流
の
機
会
は
、
よ
り

広
く
開
か
れ
た
社
会
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

社
会
基
盤
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ

ャ
ー
は
、
社
会
の
在
り
方
、
人
間
の
生

き
方
に
寄
り
添
い
、
支
え
る
存
在
で
す
。

人
々
が
こ
の
国
の
人
間
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
か
ど
う
か
は
、
わ
れ
わ
れ
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
仕
事
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
経
済
や

防
災
に
役
立
つ
こ
と
が
も
ち
ろ
ん
重
要

な
目
的
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

人
の
生
き
方
や
心
の
在
り
方
に
結
び
つ

い
た
も
の
で
、
な
お
か
つ
大
多
数
の

人
々
が
平
等
に
享
受
で
き
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
遮
二
無
二
の
高
度
経
済
成
長

と
バ
ブ
ル
の
時
代
を
経
て
、
そ
う
い
っ

た
イ
ン
フ
ラ
の
価
値
に
も
目
が
向
き
始

め
た
の
が
平
成
と
い
う
時
代
だ
っ
た
、

と
い
う
言
い
方
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」

品川区中央環状品川線大井地区トンネル工事。
2010（平成22）年撮影。全長の約9割が地下ト
ンネル式の工事であるが、直径13.6mの泥土圧
式シールド機を用いたシールド工法により、前
例のない平均月進量約550mという高速度で施
工された。（写真提供：東京都）

戦後の日本は、高速交通網をはじめとする国土の基幹インフラを整備し続けてきた。
インフラ整備は、経済や防災に役立つだけではなく、人の生き方や在り方にも結びつき、 
なおかつ人々が平等に享受できるものでなくてはならない。
今後のインフラ整備はそれらに加え、ローコストで循環型のものが求められることになる。

横浜ベイブリッジ。日本は明治以降150年の歳
月をかけて基幹インフラの整備を推し進めてき
た。この近代的で美しい景色は、日本の国土を
築き上げてきた先人たちの努力の成果である。 これからのインフラ整備と

土木の役割

高
速
交
通
網
の
整
備
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で
の
防
潮
堤
で
津
波
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
場
所
が
い
く
つ
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
よ
り
強
固
な
、

よ
り
高
さ
の
あ
る
防
潮
堤
を
築
く
と
い

う
の
は
、
津
波
防
御
の
考
え
方
と
し
て

は
一
つ
の
解
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

興
支
援
チ
ー
ム
が
実
践
し
た
こ
と
の
一

例
で
す
が
、
岩
手
県
大
槌
町
の
復
興
基

本
計
画
の
議
論
を
住
民
の
方
々
と
し
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
大
所
高
所
か
ら
の

議
論
だ
け
で
は
何
か
足
り
な
い
と
思
い
、

ま
ち
の
中
心
部
で
仮
設
避
難
所
に
も
近

い
神
社
の
前
に
、
地
元
住
民
の
方
が
気

軽
に
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
手
作
り
の

「
ヤ
タ
イ
広
場
」
と
い
う
仮
設
の
空
間

を
、
被
災
し
た
住
民
の
方
と
協
同
で
作

り
ま
し
た
。
仮
設
避
難
所
に
入
っ
て
い

た
被
災
者
の
多
く
が
す
べ
て
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
人
た
ち
で
、
毎
晩
冷
た
い
体

　
「
人
は
、
土
地
や
地
域
を
、
他
者
と
何

ら
か
の
形
で
シ
ェ
ア
し
て
生
き
て
い
ま

す
。
今
、
人
と
人
と
が
交
流
す
る
空
間
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
／
コ
モ
ン
ス
ペ

ー
ス
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
度
が

高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
と
り
わ
け
、
土
地
や
地
域
の
価
値

を
他
者
と
共
有
し
て
生
き
る
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
私
た
ち
東
京
大
学
大
槌
復

瓦
礫
の
な
か
に
灯
さ
れ
た

屋
台
の
灯

　

二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
日
本
中
に

大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
人
々
の
価
値
観

や
人
生
観
を
も
変
化
さ
せ
る
ほ
ど
の
影

響
を
も
た
ら
し
た
。
中
井
教
授
も
ま
た
、

震
災
に
よ
る
影
響
を
受
け
た
一
人
で
あ

る
。

　
「
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
は
、
ち
ょ
う
ど
バ
ブ
ル
が

終
わ
り
か
け
た
頃
に
起
こ
っ
た
構
造
物

被
害
で
し
た
。
高
度
経
済
成
長
か
ら
バ

ブ
ル
に
か
け
て
、
と
に
か
く
日
本
が
成

長
し
て
い
く
な
か
で
大
量
に
つ
く
っ
て

き
た
構
造
物
が
や
ら
れ
た
。
私
た
ち
は
、

あ
り
き
た
り
で
平
穏
な
日
々
が
続
く
こ

と
は
当
た
り
前
と
思
っ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
が
、
災
害
が
発
生
す
る
と
、
そ
れ

ま
で
の
日
常
は
一
瞬
で
消
え
去
り
、
そ

れ
が
ど
れ
だ
け
幸
せ
な
も
の
で
あ
っ
た

か
を
思
い
知
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

私
も
、
被
災
地
の
復
興
や
都
市
計
画

に
携
わ
り
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
と
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
な

と
感
じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
防
潮
堤

で
す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
こ
れ
ま

平成の建設レガシー特 集

ま
れ
、
生
き
る
活
力
を
生
む
よ
う
な
イ

ン
フ
ラ
は
何
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
ま
す
。

　

平
成
の
三
〇
年
間
で
、
必
要
と
さ
れ

る
基
幹
的
な
土
木
イ
ン
フ
ラ
は
そ
れ
な

り
に
整
備
さ
れ
、
人
々
の
自
立
や
自
由

を
支
え
る
環
境
は
昭
和
よ
り
も
整
い
ま

し
た
。
一
方
で
、
自
由
や
平
等
は
人
類

が
達
成
す
べ
き
普
遍
的
絶
対
的
善
で
あ

る
と
い
う
近
代
的
テ
ー
ゼ
も
、
人
そ
れ

ぞ
れ
の
生
き
方
の
多
様
性
を
尊
重
す
る

社
会
へ
、
と
い
う
柔
ら
か
い
空
気
に
様

変
わ
り
し
つ
つ
あ
る
気
が
し
ま
す
。
加

え
て
人
口
が
減
少
し
、
高
齢
化
も
急
速

に
進
み
ま
す
。
経
済
も
、
高
度
成
長
か

ら
安
定
成
長
の
時
代
に
移
る
と
と
も
に

潜
在
的
な
格
差
も
広
が
り
始
め
、
そ
れ

ぞ
れ
が
自
由
で
平
等
で
自
立
し
た
個
人

と
し
て
生
き
る
社
会
と
は
ど
う
い
う
社

会
か
、
こ
れ
か
ら
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
考
え
、
長
期
間
持

続
で
き
る
よ
う
な
、
ロ
ー
コ
ス
ト
で
循

環
型
の
も
の
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
よ
り
成
熟
し
た
市
民
社
会

に
お
い
て
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
は
何
か
。

そ
の
想
像
力
と
哲
学
が
、
今
後
い
っ
そ

う
必
要
に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」

育
館
の
床
の
上
で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な

る
の
か
と
い
う
不
安
の
な
か
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
瓦
礫
だ
ら

け
で
真
っ
暗
な
な
か
に
赤
ち
ょ
う
ち
ん

の
灯
が
ポ
ッ
と
灯
っ
て
い
る
の
は
、
希

望
と
言
い
ま
す
か
、
傷
つ
い
た
人
の
心

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
さ
さ
や
か
で
も
生

き
る
力
を
与
え
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
灯

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
い
避
難
生
活
で
孤
独
を
助
長
し
か

ね
な
い
極
限
状
況
の
な
か
、
あ
の
時
あ

の
空
間
で
生
き
る
人
た
ち
に
何
が
必
要

か
と
考
え
た
時
の
一
つ
の
回
答
が
、
あ

の
屋
台
で
し
た
。
例
え
ば
こ
の
よ
う
な

施
設
も
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
、
他
者

へ
の
関
心
や
価
値
の
共
有
を
促
す
一
種

の
イ
ン
フ
ラ
、
社
会
の
基
盤
だ
と
考
え

て
い
い
と
思
う
の
で
す
」

　
「
昭
和
以
来
築
き
上
げ
て
き
た
基
幹

イ
ン
フ
ラ
が
支
え
る
近
代
国
家
日
本
と

い
う
大
き
な
社
会
構
造
と
、
そ
れ
ぞ
れ

自
由
で
平
等
な
市
民
と
し
て
生
き
て
い

る
私
た
ち
個
人
。
そ
の
中
間
を
つ
な
ぐ

よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ケ
ー
ル
の
イ

ン
フ
ラ
、人
と
人
と
を
関
係
付
け
、多
様

な
他
者
が
出
会
っ
て
新
た
な
価
値
が
生

震
災
後
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

新
時
代
の
イ
ン
フ
ラ

上／阪神・淡路大震災で横倒しとなった阪神高速道路。兵庫県神戸市
東灘区で1995（平成7）年1月19日撮影。高速道路が倒壊し、関西の
流通は大きな打撃を受けた。（写真提供：人と防災未来センター）
下／首都高速道路の橋脚耐震補強工事。東京都板橋区で1996（平成
8）年撮影。全国で高速道路や橋梁などの耐震補強が進められている。
（写真提供：東京都）

　

で
す
が
、
本
当
に
人
間
と
海
の
間
に

巨
大
な
壁
を
築
く
し
か
方
法
は
な
か
っ

た
の
か
。
日
本
人
が
有
史
以
来
海
と
付

き
合
い
続
け
、
海
と
と
も
に
日
常
の
文

化
を
育
ん
で
き
た
こ
と
を
思
え
ば
、
別

の
選
択
肢
、
海
と
の
関
わ
り
方
を
保
持

し
続
け
る
土
木
技
術
、
方
法
論
が
ど
こ

か
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
具
体
的
な
ア

イ
デ
ア
が
で
な
い
こ
と
に
忸じ

く

怩じ

た
る
思

い
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
課
題
と
し

て
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

右上／東日本大震災により市街部のほぼ全域が被災した岩手県大槌町において、被災者が集まることので
きる場所を、という想いからつくられた「ヤタイ広場」。人と人とがふれあうことのできる場として機能
し、多くの被災者が言葉を交わしあい、人とのつながりを確認した。（写真提供：中井教授）
左上／被災直後の福島県いわき市四倉港近くの街並み。
下／復興のための整備が進む岩手県陸前高田市。写真中央には「一本松」、堤防などが確認でき、左手では
嵩上げ工事が進んでいる。

建設業界 122019.413 建設業界 2019.4



加藤耕一
Koichi Kato

東京大学大学院
工学系研究科　
建築学専攻 教授

平成の建設レガシー特 集

資
本
主
義
の
原
型
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、

そ
の
発
展
と
と
も
に
〈
中
心
〉
が
拡
大

し
た
点
で
す
。
そ
れ
ま
で〈
周
辺
〉と
見

ら
れ
て
い
た
ロ
シ
ア
、英
仏
の
植
民
地
で

あ
っ
た
北
米
。
ア
ジ
ア
で
は
日
本
が
い

ち
早
く〈
中
心
〉
の
仲
間
入
り
を
果
た

し
、そ
し
て
現
在
は
中
国
の〈
中
心
〉化
、

す
な
わ
ち
近
代
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
次
第
に
〈
周
辺
〉
世
界
は

消
滅
し
、
五
〇
〇
年
続
い
た
シ
ス
テ
ム

が
終
わ
り
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
の
三
〇
年
間
は
、
十
六
世
紀
に
始

ま
っ
た
近
代
の
成
長
シ
ス
テ
ム
か
ら
次

の
時
代
へ
の
過
渡
期
と
呼
ぶ
べ
き
時
代

と
重
な
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
一
〇
年
、
二
〇
年
単
位
の

景
気
の
変
動
で
は
な
く
、
五
〇
〇
年
単

位
の
歴
史
的
転
換
で
す
。

　

平
成
の
巨
大
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
が
、時

代
の
画
期
を
な
す
よ
う
な
高
揚
感
は
あ

　

平
成
の
三
〇
年
間
は
、
大
き
な
歴
史

の
転
換
点
に
重
な
る
時
代
で
あ
っ
た
。

世
の
中
は
新
し
い
時
代
の
渦
に
巻
き
込

ま
れ
、
社
会
は
劇
的
な
変
化
を
遂
げ
て

い
る
。

　

そ
ん
な
時
代
の
変
化
と
建
築
世
界
の

動
き
に
つ
い
て
、
東
京
大
学
大
学
院
で

建
築
史
を
研
究
し
て
い
る
加
藤
耕
一
教

授
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
「
十
六
世
紀
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界

は
『
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
』
と
呼
ば
れ

る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
仕
組
み
を
構
築
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
西
洋
が
世
界
の
〈
中

心
〉
と
な
り
、〈
周
辺
〉
世
界
と
の
格
差

を
利
用
し
て
利
益
と
成
長
を
生
み
出
す

シ
ス
テ
ム
で
し
た
。
こ
れ
が
、
現
在
の

激
動
の
時
代
の
建
築

り
ま
せ
ん
。
悪
い
言
い
方
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
五
〇
〇
年
続
い

た
文
明
の
残ざ

ん

滓し

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

よ
く
言
え
ば
、
成
熟
し
た
技
術
で
あ
り
、

想
像
の
範
囲
内
の
も
の
で
し
た
。
東
京

タ
ワ
ー
が
完
成
し
た
時
の
よ
う
な
、
成

長
時
代
の
興
奮
と
は
異
な
る
も
の
で
す
。

　

二
〇
一
〇
年
に
、
す
で
に
八
二
八
㍍

の
『
ブ
ル
ジ
ュ
・
ハ
リ
フ
ァ
』（
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
﹇
Ｕ
Ａ
Ｅ
﹈・
ド
バ
イ
）
が

建
設
さ
れ
、
技
術
的
に
は
そ
れ
以
上
も

可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
在
の
日
本
で
は
、
建
物
の

高
さ
や
大
き
さ
よ
り
も
、
安
全
・
安
心

な
建
築
物
を
重
視
す
る
方
向
に
意
識
が

向
い
て
い
ま
す
。
新
し
い
素
材
の
開
発

や
工
法
の
進
歩
、
耐
震
技
術
に
代
表
さ

れ
る
安
全
・
安
心
性
能
の
向
上
な
ど
、

日
本
の
建
築
技
術
は
静
か
に
、
そ
し
て

着
実
に
進
歩
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
五
〇
〇
年
続
い
た
成
長
シ
ス
テ
ム
と

は
異
な
る
価
値
観
の
時
代
に
、
私
た
ち

が
突
入
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
「
二
十
世
紀
の
日
本
の
建
築
を
支
え

た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
技
術
は
、
成

素
材
と
し
て
の
木
材
の
再
認
識

アラブ首長国連邦（UAE）・ドバイにある世
界一の高さの超高層ビル「ブルジュ・ハリフ
ァ」。全高（尖塔高）828.0m、軒高（ビル本
体の屋根の地上高）636.0m。206階建て。

熟
し
、
か
な
り
完
成
さ
れ
た
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
近
年
は
木
材

の
再
認
識
・
再
評
価
が
進
ん
で
い
る
の

で
す
が
、
こ
れ
は
と
て
も
面
白
い
傾
向

に
感
じ
ま
す
。

　

新
し
い
タ
イ
プ
の
木
質
構
造
材
『
直

交
集
成
板
（
Ｃ
Ｌ
Ｔ※

）』
の
開
発
と
、
木

材
と
鋼
材
を
組
み
合
わ
せ
た
技
術
研
究

が
進
ん
だ
結
果
、
北
米
を
中
心
に
、
木

材
で
の
高
層
建
築
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
も
、
国
が
直
交
集
成
板

上／完成間近の嶺北森林管理署新庁舎。国の庁
舎として初めて直交集成板（CLT）を本格活用
した建築物。（写真提供：四国森林管理局）
左／嶺北森林管理署新庁舎の廊下。旧庁舎のサ
クラ材が再利用されている。（写真提供：四国
森林管理局）

ヨーロッパに始まった近代型の文明、成長のシステムは、転換期を迎えている。
平成時代はまさにその端境期と重なり、人々の価値観は大きく変化した。
特に重視されるようになったのは、持続可能な社会、地球環境への負担低減である。
今後は、自然と調和した、人と環境に優しい建築物が求められることになるだろう。

近代を越えて
新時代の建築へ

建設中の東京都庁舎第一本庁舎。
1990（平成2）年3月撮影。（写真
提供：東京都）

※「直交集成板」とは、異なる木の板や角材を貼り合わせることによって、鋼鉄に匹敵する強度を持つ積層構造の複合材料のこと。
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機
能
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
住
宅
・

オ
フ
ィ
ス
・
商
業
施
設
・
文
化
施
設
が

含
ま
れ
る
『
六
本
木
ヒ
ル
ズ
』
や
、
住

宅
と
商
業
施
設
、
豊
島
区
の
庁
舎
が
含

ま
れ
る
『
と
し
ま
エ
コ
ミ
ュ
ー
ゼ
タ
ウ

ン
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方

創
生
と
い
う
意
味
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
が
数
多
く
建
設
さ
れ
た
こ
と
も
平
成

の
特
徴
で
す
。
広
島
の
『
マ
ツ
ダ
ス
タ

ジ
ア
ム
』
な
ど
が
好
例
で
す
が
、
市
民

と
地
域
に
密
着
し
た
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

と
建
造
物
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
方
を

大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
都
市
開
発
は
、
長
い
ス

パ
ン
、
広
い
エ
リ
ア
で
周
辺
が
ど
う
変

化
し
て
い
く
か
を
考
え
た
、
大
き
な
目

線
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
重
要
に
な
る

で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
都
市

開
発
に
は
、『
時
間
経
過
の
概
念
』
が
な

く
、
建
物
の
完
成
の
瞬
間
に
成
功
し
て

い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

新
時
代
の
都
市
整
備
は
、
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
的
な
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
・
リ
ユ
ー
ス

と
複
合
型
の
開
発
を
両
輪
と
し
て
、
百

年
、
二
百
年
先
に
ど
う
都
市
が
育
っ
て

い
く
か
を
見
据
え
た
も
の
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
」

の
技
術
開
発
が
進
め
ば
、
よ
り
一
段
と

建
造
物
の
寿
命
は
延
び
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
つ
つ
長
期
間
使
用
す

る
建
物
、
メ
ン
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
保
守

性
の
高
い
建
物
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
」

　
「
既
存
建
物
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

重
要
な
建
築
行
為
の
一
つ
と
し
て
、
ポ

ピ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
を
獲
得
し
た
の
が
平
成

の
特
徴
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
新
規
の
開

発
行
為
が
な
く
な
る
こ
と
も
な
い
で
し

ょ
う
。

　

昭
和
の
都
市
開
発
で
は
、
人
口
増
加

を
背
景
に
、
既
存
の
都
市
的
な
背
景
を

リ
セ
ッ
ト
し
て
、
オ
フ
ィ
ス
や
集
合
住

宅
な
ど
、
単
一
的
な
目
的
の
大
き
な
床

面
積
を
作
り
出
す
こ
と
こ
そ
が
都
市
開

発
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
平
成
後
半
の
都
市
開
発
で
は
、
開

発
前
の
都
市
の
背
景
を
読
み
込
み
つ
つ
、

そ
こ
に
新
た
な
機
能
を
複
合
的
に
加
え

て
い
く
よ
う
な
施
設
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
施
設
に
は
、
商
業
施

設
・
オ
フ
ィ
ス
・
住
宅
・
文
化
施
設
・

公
共
施
設
・
防
災
拠
点
な
ど
、
様
々
な

平成の建設レガシー特 集

の
利
用
を
積
極
的
に
推
し
て
い
ま
す
の

で
、
法
令
の
整
備
が
進
む
こ
と
で
、
高

層
木
造
建
築
は
、
こ
れ
か
ら
増
え
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

建
築
家
の
隈
研
吾
先
生
が
設
計
さ
れ

た
新
国
立
競
技
場
も
、
木
材
と
鉄
骨
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
で
す
。
完
成
予
定

は
二
〇
一
九
年
十
一
月
末
で
、
平
成
の

次
の
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
す
が
、
平

成
の
時
代
が
続
い
た
と
す
れ
ば
平
成
を

代
表
す
る
建
築
物
の
一
つ
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
」

　

こ
れ
ま
で
の
日
本
は
、
五
〇
〜
六
〇

戸
時
代
以
前
の
も
の
は
あ
ま
り
残
っ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
日
本
で
は
建

物
を
再
生
し
て
用
い
る
文
化
が
な
い
と

思
わ
れ
て
い
る
方
も
少
な
く
な
い
よ
う

で
す
が
、
こ
れ
は
誤
解
で
す
。

　

木
造
建
築
は
再
利
用
に
と
て
も
向
い

て
い
る
工
法
で
、
材
料
と
し
て
の
木
材

は
、
数
百
年
前
の
も
の
が
使
用
さ
れ
て

い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。で
す
が
、残
念
な
が
ら
戦
後
の
日

本
で
は
、
木
造
家
屋
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
造
物
も
、
百
年
を
待
た
ず
に
多
く
を

解
体
し
、
新
し
い
建
物
を
建
設
す
る
と

い
う
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の
時
代

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

　
「
平
成
以
後
の
新
時
代
は
、
建
物
を

延
命
さ
せ
、
古
く
な
っ
て
も
使
え
る
部

分
を
残
し
つ
つ
利
用
す
る
時
代
に
な
る

だ
ろ
う
と
推
測
し
ま
す
が
、
百
年
、

二
百
年
経
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

の
利
用
は
未
経
験
で
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
だ
ら
け
で
す
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
寿
命
に
つ

い
て
は
、
標
準
の
耐
久
設
計
基
準
強
度

二
四
Ｎ

ニ
ュ
ー
ト
ン

／
平
方
㍉
㍍
で
、
大
規
模
改

修
不
要
予
定
期
間
・
耐
用
年
数
を
六
五

年
、
供
用
限
界
期
間
を
一
〇
〇
年
と
し

て
い
ま
す
。
構
造
物
の
物
理
寿
命
は
、

状
態
で
か
な
り
幅
が
あ
る
の
で
す
が
、

実
際
の
建
物
を
見
る
と
、
五
〇
〜
六
〇

年
経
過
し
た
建
物
で
も
、
ま
だ
十
分
に

利
用
で
き
そ
う
な
も
の
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
実
際
、
東
大
の
建
物
な
ど
は
、

百
年
近
く
経
過
し
た
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
耐
震
補
強
や
増
改
築
を

し
な
が
ら
現
在
も
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
長
く
使
用
し
続
け
て
い
け
ば
、

こ
れ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
が
百
年

を
超
え
て
使
用
で
き
る
と
い
う
実
例
に

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
今
後
、
老
朽

化
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
診
断
と
補
修

年
周
期
で
建
物
を
取
り
壊
し
て
は
新
し

く
造
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
ス
ク
ラ
ッ

プ
＆
ビ
ル
ド
に
よ
っ
て
経
済
を
回
し
て

き
た
。
し
か
し
、
人
口
が
減
少
す
る
傾

向
に
あ
る
平
成
以
後
の
日
本
で
は
、
新

し
い
価
値
観
の
建
築
物
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
数
百
年
前
の

建
造
物
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
存
在
し
、

今
も
使
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
ロ
ー
マ

な
ど
で
は
、
紀
元
前
の
建
物
が
現
役
で

使
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
数
百
年
以
上
昔
の
建
築

物
は
、
寺
社
建
築
や
城
郭
と
い
っ
た
大

規
模
な
建
物
ば
か
り
で
、
民
家
で
、
江

ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の
時
代

新
時
代
の
建
築
思
想

都
市
の
再
開
発
の
新
し
い
形

右上／六本木ヒルズ。2003（平成15）年竣工。複数のオフィスビル・文化施設・集
合住宅・商業施設で構成されている複合商業施設。（写真提供：東京都）
右下／MAZDA	Zoom-Zoom	スタジアム広島。2009（平成21）年竣工。地域に密
着したプロ野球球団の広島東洋カープが本拠地としている球場。
左／としまエコミューゼタウン。2015（平成27）年竣工。「自然と建物の共存」をコ
ンセプトとして建設された高層ビル。商業エリア・豊島区役所・分譲マンションが
同居している。（写真提供：豊島区）

上／埼玉県深谷市にある旧渋沢邸「中の家」。明治・大正期
の実業家の渋沢栄一の実家である。1895（明治28）年上棟。
天窓が特徴的な養蚕農家建築。近年では同様の古民家が注
目され、移築されて再利用されるケースも少なくない。　
下／マルチェッロ劇場（イタリア・ローマ）。紀元前13年
に建築された古代ローマの劇場。劇場の上部は住宅に改築
され、一般の人が生活している。
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19,392

が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
こ
れ
ら
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

早
期
拡
充
が
、
地
方
の
発
展
の
起
爆
剤

に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

平
成
の
時
代
は
、
戦
争
を
経
験
し
な

い
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
国
土
交
通
省
は
、
建
設
省
の
と
き

か
ら
入
札
制
度
改
革
や
建
設
産
業
の
育

成
の
た
め
、
構
造
改
善
、
建
設
生
産
シ

ス
テ
ム
の
合
理
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
後
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、

防
災
・
減
災
、
老
朽
化
対
策
と
と
も
に

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は

そ
の
担
い
手
で
あ
る
建
設
産
業
で
働
く

人
々
が
、
イ
キ
イ
キ
と
活
動
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
働
く
人
の
賃
金
を
上
げ
、

受
注
者
が
適
正
な
利
潤
を
確
保
で
き
る

よ
う
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
引

き
上
げ
と
適
正
化
、
低
入
札
の
防
止
な

ど
を
行
い
、
経
営
環
境
を
改
善
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
働
き
方
改
革
を
進
め
な
が
ら
、

建
設
産
業
を
『
給
料
が
良
い
・
休
日
が

あ
る
・
希
望
、
ユ
メ
の
持
て
る
』
新
３

Ｋ
の
魅
力
あ
る
産
業
・
職
場
に
進
化
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
建
設
産
業
は
、

平
時
に
は
地
域
雇
用
や
経
済
を
守
り
、

災
害
時
に
は
地
域
を
守
る
危
機
管
理
産

業
で
す
。
平
成
の
後
の
時
代
、
日
本
の

未
来
は
、
建
設
産
業
が
ど
れ
だ
け
輝
く

存
在
で
あ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
」

い
稀
有
な
時
代
で
あ
っ
た
が
、
反
面
、

自
然
災
害
の
多
い
時
代
で
も
あ
っ
た
。

国
土
強
靭
化
政
策
の
第
一
人
者
で
あ
る

佐
藤
議
員
は
、
国
土
の
再
生
と
防
災
に

つ
い
て
こ
う
語
っ
た
。

　
「
平
成
の
三
〇
年
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
大
地
震
、

更
に
は
極
端
な
気
象
現
象
に
よ
る
水
害

が
日
本
各
地
を
襲
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
今
後
は
、
重
要
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
拡
充
に
加
え
、
公
共
事
業
に
よ

る
防
災
・
減
災
対
策
や
国
土
強
靭
化
の

取
組
み
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
今
後
三
年
間
で
総
事
業
費
約

七
兆
円
の
『
緊
急
対
策
』
を
推
し
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、強
く

し
な
や
か
な
国
土
づ
く
り
は
こ
れ
だ
け

で
は
完
成
し
ま
せ
ん
。
今
後
の
国
土
強

靭
化
は
、
一
〇
年
、
一
五
年
と
い
う
、

よ
り
長
い
ス
パ
ン
で
計
画
的
に
推
し
進

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

　

新
し
い
時
代
も
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化
対
策
や
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
対
す

る
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
建
設

産
業
は
今
後
、
ど
う
進
ん
で
い
け
ば
良

　

建
設
投
資
額
は
一
九
九
二（
平
成
四
）

年
度
の
八
四
兆
円
を
ピ
ー
ク
に
二
〇
一 

〇
（
平
成
二
十
二
）
年
度
に
は
四
一
兆

円
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。翌
一
一（
平
成

二
十
三
）
年
度
以
降
回
復
の
兆
し
を
見

せ
て
は
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
ピ
ー
ク
時

に
は
程
遠
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
建
設
産
業
を
ず
っ
と
見
つ
め

続
け
て
き
た
佐
藤
の
ぶ
あ
き
参
議
院
議

員
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

佐
藤
議
員
は
、
一
九
七
二
（
昭
和

四
十
七
）
年
に
建
設
省
入
省
。
以
来
、

二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
に
事
務
次

官
を
退
官
さ
れ
る
ま
で
建
設
行
政
に
携

わ
っ
て
き
た
建
設
・
交
通
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
で
、
退
官
後
は
参
議
院
議
員
と
し

て
そ
の
専
門
知
識
を
生
か
し
、
国
土
再

生
、
建
設
産
業
の
健
全
な
育
成
を
目
指

し
、
活
動
さ
れ
て
い
る
。

　
「
人
流
・
物
流
の
根
幹
と
な
る
鉄
道

と
道
路
・
港
湾
・
空
港
は
、
最
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
だ
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
、
い
ろ

い
ろ
な
地
域
と
の
相
互
交
流
を
重
視
す

る
多
極
分
散
型
国
土
の
構
築
を
う
た
っ

た
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
（
四
全

総
）
で
、
総
延
長
約
一
四
、〇
〇
〇
㌔
㍍

の
高
規
格
幹
線
道
路
（
高
速
道
路
）
網

計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
一
九 

九
五
（
平
成
七
）
年
に
は
、
こ
れ
を
補

完
す
る
約
六
、九
五
〇
㌔
㍍
の
地
域
高

規
格
道
路
の
整
備
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

合
計
で
約
二
一
、〇
〇
〇
㌔
㍍
で
、
こ

れ
ら
は
三
〇
年
程
度
で
概
成
さ
せ
る
予

定
で
し
た
。
現
在
ま
で
に
約
一
四
、〇 

〇
〇
㌔
㍍
、
七
割
弱
が
供
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
も
う
少
し
早
く
整
備
す
べ
き
で

し
た
。
平
成
三
〇
年
間
を
振
り
返
る
と
、

勢
い
よ
く
計
画
を
つ
く
り
、
飛
び
出
し

ま
し
た
が
、
公
共
投
資
の
削
減
な
ど
で
、

そ
の
達
成
は
道
半
ば
、
こ
れ
か
ら
が
大

切
で
す
。

　

新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
国
鉄
民
営
化

の
影
響
な
ど
で
一
時
凍
結
さ
れ
ま
し
た

が
、
現
在
約
三
、〇
〇
〇
㌔
㍍
が
営
業

中
。
よ
う
や
く
北
海
道
、
北
陸
、
九
州
・

長
崎
ル
ー
ト
（
博
多
〜
長
崎
）
も
整
備

災
害
と
国
土
強
靭
化

不
十
分
だ
っ
た

平
成
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

未来志向の建設産業へ

佐藤のぶあき
Nobuaki Sato

参議院議員

時代と環境の変化とともに、建設産業界では今、様々な変革を迫られている。災害への対策としての国土強靭化、
従業員の労働環境を改善する働き方改革、生産性の向上、安全性を担保するための品質管理と、
どれも喫緊の課題だ。転換点を迎えている建設産業界の今後について、佐藤のぶあき参議院議員にお話を伺った。

地
方
創
生
・
未
来
志
向
の

建
設
産
業

建設投資、許可業者及び建設業就業者数の推移

建設業就業者の推移

公共工事設計労務単価全国全職種加重平均値の推移

（国土交通省「建設業の現状について」より「建設産業の現状と課題」を基に作成）

（国土交通省「建設業の現状について」より「建設業就業者の現状」を基に作成）

（国土交通省「平成31年3月から適用する公共工事設計労務単価表」より「資料2」を基に作成）

注1	投資額については2013年度まで実績、2014年度・2015年度は見込み、2016年度は見通し
注2	許可業者数は各年度末（翌年3月末）の値
注3		就業者数は年平均。2011年は、被災3県（岩手県・宮城県・福島県）を補完推計した値について	
2010年国勢調査結果を基準とする推計人口で遡及推計した値

就業者数
ピーク時比
▲28.18%

就業者数
492万人

（2016年平均）

建設投資
ピーク時比
▲38.3％

建設投資
51.8兆円

許可業者数
ピーク時比
▲22.2%

許可業者数
468千業者

（2015年度末）

出典：総務省「労働力調査」（暦年平均）を基に国土交通省で算出
（※2011年データは、東日本大震災の影響により推計値）

注1	金額、伸率とも加重平均値にて表示。加重平均値は、2013年度の標本数をもとにラスパイレス式で算出
注2	2006年度以前は、交通誘導警備員がA・Bに分かれていないため、交通誘導警備員A・Bを足した人数で加重平均

全国全職種平均値の公表を開始した
1997年度以降で最高値

単価算出手法の大幅変更
・必要な法定福利費相当額の反映
・	東日本大震災による入札不調状況に応じた	
被災三県における単価引き上げ措置等を実施

建設投資の減少に伴う
労働需給の緩和により下降

建設業就業者：	685万人（1997）	→498万人（2010）	→492万人（2016）
技術者：	 41万人（1997）	 →31万人（2010）	 →31万人（2016）
技能労働者：	 455万人（1997）	→331万人（2010）	→326万人（2016）

建設投資のピーク
84.0兆円（1992年度）
就業者数：619万人
業者数：531千業者

許可業者数のピーク
600千業者（1999年度末）

就業者数のピーク
685万人（1997年平均）

平成の建設レガシー特 集
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